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●
解
答
の
照
合
の
し
か
た

○
答
え
は
な
る
べ
く
本
人
以

外
の
ひ
と
、
家
庭
教
師
、
お

か
あ
さ
ん
な
ど
が
み
る
よ
う

に
す
る
。

○
必
ず
本
書
の
解
答
と
照
合

す
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
で

な
い
と
、
不
完
全
な
知
識
を

是
正
す
る
機
会
を
失
う
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。

○
と
く
に
如
才
く
ら
い
以
上

の
父
兄
の
場
合
は
字
体
に
つ

い
て
混
乱
し
て
い
る
お
そ
れ

が
あ
る
か
ら
、
自
分
も
学
習

す
る
つ
も
り
で
照
合
す
る
。

●
常
用
漢
字
と
し
て
認
め
ら

れ
な
い
字
体
の
例

正
誤
正
誤
正
誤

管
質
職
恥
卒
芋

喜
喜
歴
圧
協
協

解
解
初
初
善
善

点
臭
魚
臭
様
様

急
急
雪
竺
以
以

具
具
舎
舎
別
別

毎
毎
争
争
器
器

母
母
負
買
収
収

二客監

冒冗

鯛
剛
潔
包
窯
蕊
蛎
総
潔
蓬
際
議
蝦

□
□
□
⑳
率
直
な
態
度
は
、
見
て
い
て
気
持
ち
が
よ
い
。

□
□
□
⑳
作
業
の
能
率
が
あ
が
る
。

□
□
□
⑳
信
長
は
大
軍
を
率
い
て
京
都
に
向
か
っ
た
。

□
□
口
例
か
れ
の
芸
術
は
死
ん
で
か
ら
認
め
ら
れ
た
。

□
□
□
⑮
結
局
、
誤
認
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
．

□
□
□
⑯
か
れ
は
終
わ
り
ま
で
無
言
で
あ
っ
た
。

□
□
□
⑳
無
事
に
目
的
地
に
着
い
た
。

□
□
□
⑱
目
的
を
達
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
．

□
□
□
⑳
安
易
な
考
え
は
危
険
で
す
。

□
□
口
⑳
わ
が
国
の
貿
易
の
特
色
は
加
エ
貿
易
で
あ
る
。

□
□
口
例
お
じ
は
書
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。

□
□
口
倒
こ
の
会
社
の
営
業
成
績
は
お
も
わ
し
く
な
い
。

□
□
口
倒
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
う
。

□
□
□
“
適
切
な
漢
字
を
補
足
し
て
じ
ゆ
く
語
を
作
る
。

□
□
□
㈹
理
科
の
話
に
興
味
を
示
し
た
。

□
□
□
㈹
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
と
興
奮
し
て
眠
れ
な
い
。

□
□
口
例
電
子
技
術
の
発
達
で
、
新
し
い
産
業
が
興
る
．

□
□
□
⑱
ゆ
だ
ん
は
禁
物
で
す
。

□
□
口
倒
頭
上
か
ら
か
み
な
り
が
落
ち
て
き
た
。

□
□
□
㈹
学
級
委
員
を
先
頭
に
し
て
一
列
に
並
ぶ
。

５

示
織
諏
一
郡
祥
錆
織
に
識
剛
蓉
賦
拙
蝿
症
識
鑑
症
吐
塘
。
商
う
・
承

□
□
口
仙
願
い
ご
と
が
、
つ
い
に
成
就
し
た
．

□
□
□
②
学
校
を
卒
業
し
て
就
職
す
る
。

□
□
□
③
失
敗
の
積
み
重
ね
が
、
成
功
を
導
く
。

□
□
□
い
そ
の
ホ
テ
ル
は
湖
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

□
□
□
⑤
夏
に
は
、
臨
時
列
車
が
増
発
さ
れ
ま
す
。

□
□
□
⑥
彼
は
事
業
を
拡
張
し
た
。

□
□
口
い
け
ん
び
鏡
で
拡
大
し
て
見
る
。

□
□
□
⑧
そ
の
研
究
は
険
し
い
道
の
連
続
で
あ
っ
た
。

□
□
□
⑨
危
険
は
、
極
力
さ
け
る
べ
き
だ
。

□
□
□
⑩
王
様
は
け
ら
い
に
ほ
う
び
を
授
け
ま
し
た
。

□
□
□
⑪
午
後
は
授
業
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
□
□
⑫
戦
い
に
備
え
て
城
を
築
く
。

□
□
□
⑬
遠
足
の
準
備
を
す
る
．

□
□
□
⑭
雑
貨
を
商
っ
て
い
る
．

□
□
□
⑮
毎
日
行
商
に
で
か
け
る
。

□
□
□
⑯
お
話
を
承
る
。

□
□
□
⑰
国
会
が
条
約
の
承
認
を
す
る
。

□
□
□
⑱
め
ず
ら
し
い
現
象
。

□
□
□
⑲
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
、
象
の
行
進
を
見
た
。

□
□
□
⑳
フ
ィ
ル
ム
を
暗
室
で
現
像
す
る
。
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書
き
取
り
ｓ

６

霞
雲
略
麓
謀
議
覆
窄

□
口
品
カ
ン
シ
ュ
ウ
は
い
っ
せ
い
に
手
を
た
た
い
た
。

□
□
□
⑳
家
に
何
度
も
保
険
の
カ
ン
ュ
ウ
を
し
に
き
た
．

□
口
品
堺
は
商
人
の
町
と
し
て
ハ
ッ
テ
ン
し
た
．

□
□
口
例
戦
後
外
国
と
の
ボ
ウ
エ
キ
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

□
□
□
⑮
ケ
ン
コ
ウ
に
気
を
つ
け
よ
う
。

□
□
□
㈹
セ
キ
ニ
ン
を
も
っ
て
仕
事
を
す
る
。

□
□
□
⑰
物
の
燃
焼
に
は
酸
素
が
ヒ
ッ
ョ
ウ
で
す
。

□
□
□
⑱
カ
ン
シ
ャ
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

□
□
□
⑲
テ
ス
ト
の
成
績
を
キ
ロ
ク
す
る
。

□
□
口
帥
時
間
は
金
よ
り
も
キ
チ
ョ
ウ
な
も
の
で
す
。

□
□
口
剛
彼
は
非
常
に
ケ
ン
キ
ュ
ウ
熱
心
な
青
年
だ
。

□
□
□
⑳
何
事
も
ジ
ッ
サ
イ
に
体
験
し
て
み
よ
う
。

□
□
口
倒
国
際
・
時
事
問
題
に
、
カ
ン
シ
ン
を
も
つ
。

□
□
□
“
あ
の
川
は
キ
ケ
ン
で
す
。

□
□
口
倒
運
転
は
ア
ン
ゼ
ン
が
第
一
で
す
。

□
□
□
㈹
キ
ソ
ク
正
し
い
生
活
を
す
る
。

□
□
口
例
日
曜
日
に
校
庭
を
カ
イ
ホ
ウ
す
る
。

□
□
□
⑱
リ
ン
カ
ー
ン
は
ど
れ
い
を
カ
イ
ホ
ウ
し
た
。

□
□
口
倒
日
食
の
カ
ン
ソ
ク
に
成
功
し
た
。

□
□
口
鋤
カ
ン
サ
ッ
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

示
縁
些
拙
畷
晒
河
能
誰
諏
搾
割
詐
誌
喧
軒
極
霊
礎
に
埜
唯
詩
抽
ザ

ロ
ロ
ロ
仙
農
業
技
術
を
セ
ン
モ
ン
に
教
え
る
学
校
．

□
□
□
②
日
本
の
総
理
大
臣
が
中
国
を
ホ
ウ
モ
ン
し
た
。

□
□
□
③
国
と
国
と
の
関
係
は
フ
ク
ザ
ッ
で
す
。

□
□
□
㈱
こ
の
機
械
の
し
く
み
は
案
外
タ
ン
ジ
ュ
ン
だ
。

□
□
□
⑤
こ
の
ゾ
ウ
キ
林
を
ぬ
け
る
と
私
の
家
が
あ
る
。

□
□
□
⑥
国
語
の
セ
イ
セ
キ
が
向
上
し
た
。

□
□
口
例
時
間
内
で
最
大
の
コ
ウ
カ
を
あ
げ
る
学
習
。

□
□
□
⑧
誕
生
日
に
友
人
を
シ
ョ
ウ
タ
ィ
す
る
。

□
□
□
⑨
実
験
は
み
ご
と
に
セ
イ
コ
ウ
し
た
。

□
□
□
⑩
計
画
は
シ
ッ
パ
イ
に
終
わ
っ
た
。

□
□
□
⑪
辞
書
を
ひ
く
シ
ュ
ウ
カ
ン
を
つ
け
る
。

□
□
□
⑫
タ
イ
ド
が
悪
い
と
、
先
生
に
注
意
さ
れ
た
。

□
□
□
⑬
こ
れ
は
ヨ
ウ
イ
に
解
け
な
い
問
題
だ
。

□
□
□
⑭
コ
ン
ナ
ン
な
仕
事
こ
そ
や
り
が
い
が
あ
る
。

□
□
□
⑮
こ
の
キ
カ
イ
を
の
が
し
て
は
な
ら
な
い
。

□
□
□
⑯
月
世
界
の
あ
り
さ
ま
を
ソ
ウ
ゾ
ウ
す
る
。

□
□
□
⑰
神
が
こ
の
宇
宙
を
ソ
ウ
ゾ
ウ
し
た
。

□
□
□
⑱
最
後
ま
で
ド
リ
ョ
ク
し
よ
う
。

□
□
□
⑲
美
し
い
自
然
の
ホ
ゴ
に
つ
と
め
よ
う
。

□
□
□
⑳
選
手
の
姿
に
ど
っ
と
カ
ン
セ
イ
が
あ
が
っ
た
．


